
保健だより Ｎｏ.１３ 徳島県立城東高等学校

平成３１年３月

平成３１年２月１３日（水）、６限目に１０７・１０８ＨＲにおいて二酸化炭素濃度を学校

薬剤師さんに測定していただきました。検査結果は次のとおりです。

※請求の時効は２年です。早めに請求しないと、

医療費の給付が受けられないことがあります。

空気検査結果報告 （平成３１年２月１３日（水） ６限目 ２教室で実施）

二酸化炭素濃度測定結果（基準値：室内は 1500ppm（0.15%）以下であることが望ましい）

107HR 生徒数 42名 授業開始 5分間 1000ppm 終了前 5分間 1200ppm（授業前の換気なし）

108HR 生徒数 42名 授業開始 5分間 400ppm 終了前 5分間 600ppm（授業中前の換気なし）

今年度も残すところあと１ヵ月となりました。１年間どうでしたか？身体はもちろん、

心も大きく成長することができましたか？４月からは学年が１つ上がり、新しい環境での

生活が始まります。新たな気持ちで良いスタートが切れるよう、自分自身を振り返り、体

調を整えておきましょう。そのためにも、自分の体調で気になることがある人、健康診断

などで受診が必要であると通知をもらった人は春休みのうちに受診しておきましょう。

【休み時間に積極的に換気をしましょう！】
２教室において二酸化炭素濃度は基準の範囲内でしたが、換気をしなければ二酸化炭素濃

度は上昇していきます。二酸化炭素濃度が上昇すると、身体的不快感や学習能力の低下など

の影響が出てくることが考えられます。気温が低く寒い日が続きますが、感染症予防・学習

能力向上のためにも保健委員が中心となり、こまめに教室の換気を行いましょう！！

学校の管理下でのケガで病院などを受診した場合、日本スポーツ振興センターから医療費

が給付されます。以下の規定に該当する人は、保健室まで申し出てください。必要な書類を

お渡しします。

①学校の管理下であること。（部活動、体育の授業、登下校など）

②受診先で支払った合計金額が１，５００円以上になっていること。



～世界の感染症予防～
年間２００万～３００万人の命を救う予防接種

予防接種は、ジフテリアや破傷風、麻疹などの感染症予防に有効だ。WHO（世界保健機
関）によると、２０１６年には世界の予防接種率は約８６％まで高まっており、推定で毎

年２００万～３００万人の死亡を防いでいるとされる。

日本での予防接種は、無料の「定期接種」と自己負担の「任意接種」に分けられている

が、他の先進国では早くから公費で受けられてきた予防接種が近年になってようやく定期

接種となったものもあり、対策の遅れを指摘する声もある。

＊遅れが目だつ日本の予防接種制度＊

感染症予防には予防接種が有効だが、その接種率を高めるためには、国などの公的機関

が費用を負担することが重要だ。日本では２０１０年代に入ってようやく無料で受けられ

る「定期接種」のワクチンが増えてきたが、主要国では日本より１０～３０年ほど早くか

ら国の基本ワクチンプログラムに組み込まれていたものが多い。２０１０年の段階で考え

ると、日本では、WHOが「すべての地域に向けて接種を推奨」しているワクチンのうち半
分しか定期接種が実施されておらず、専門家の間では、日本の予防接種制度は先進国中最

低レベルだといわれていた。

３年生の皆さん！！ご卒業おめでとうございます。これから始まる新しい生活に期待と

不安でいっぱいだと思います。そんな皆さんに保健室から少しだけメッセージを贈りたい

と思います。

それは、「自分自身を大切に！」です。これから新しい道に進んでいく皆さんには、き

っと楽しいことも大変なことも待っていると思います。でも、どんな時も自分自身を見失

わず、自分の心と体、両方を大切にしてあげてください。１人で抱え込まず、苦しい時は

周りの人にしっかり頼ってください。自分自身を大切にできる人は、周りの人のことも大

切にできる人です。

皆さんのご活躍を心からお祈りしています。

保健室より♡
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